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リターダーCTPについて(2)
（スコーチ防止剤）

リターダーCTP(N-、ンクロヘキシルチオフタルイミ

ド）のスコーチ遅延効果は，スルフェ｀／アミド系加硫促

進剤に対して特に有効である， CTPのスコーチ遅延作

用機構については， LeibらI)によって研究されている，

図 1に示した様に，スルフェンアミド系加硫促進剤の分

解によって発生した M(2ーメルカプトベソゾチアゾー

ル）は，加硫反応の自動触媒となる， CTPはM との反

応が非常に速<,M を捕え(CDBとフタルイミドにな

る），加硫反応を遅延させると推察している、また，図

2に示した様に， CDBの加硫曲線が M とCTPの等モ

ル配合物の加硫曲線に似ていることから， ゴム中におい

てM とCTPがすみやかに反応し， CDBが生成してい

ることが予想される，

今回は，スルフェンアミド系加硫促進剤に対して， リ

ターダーCTPの添加量を0.05~0.4phrと変量した場合

のスコーチ遅延効果について紹介する，

図3から， CTPの添加量に比例して，スコーチタイ

ム(t,)の遅延が認められる，また，図 4のレオメータ加
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硫曲線図から， CTP添加量0.2phrまでは加硫度（トル

ク）に悪影響は認められないが， 0.4phrでは若干の低下

が認められる．

一般に CTPの添加量は0.1~0.5phrが最適であり，

それ以上の添加では加硫度の低下とブルームの発生が起

こるため注意を要する．

1) 

20 

(
N
)
 [(:'Ji 

弓I用 文 献

R. I. Leib et al: Rubber Chem. Technol., 43, 1188 (1970) 

M Yioo mot (1.6 7 > 

---/,,.,.., ,, 

,/ I三□TP 点靡~'
／！瓜 COB1/ioomotC2.SI) 
I ,/ 

・" (phr) 

゜
加硫時間（分）

キュラストメ

145℃) 

（配合） NR 100, ステアリン酸 3, ZnO 5 

HAFブラック 40, 硫黄 2.5,試料（図中）

実験 配合

NR 100, ステアリン酸 3,酸化亜鉛 5

HAFプラック 40, 硫黄 2, 加硫促進剤（下記） 1 

リターダー CTP 変量(0~0.4)
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紹 介

ムーニースコーチ試験

JIS K 6300に準拠， ML-1(125℃) 

加破促進剤
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図4 レオメーク加硫曲線

（モンサ‘ノト ODR-100, 145℃) 
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